
　

新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
人
々
に

幸
せ
と
五
穀
豊
穣
を
も
た
ら
し
て

く
れ
る
歳
神
、
す
な
わ
ち
お
正
月
。

家
々
で
は
注
連
縄
を
飾
り
、
鏡
餅

を
作
り
、
山
野
河
海
の
収
穫
物
を

恵
方
棚
に
供
え
ま
す
。
い
う
ま
で

も
な
く
、
正
月
の
食
文
化
の
代
表

は
今
も
昔
も
正
月
雑
煮
餅
。
そ
の

味
わ
い
は
地
方
や
家
庭
で
微
妙
な

違
い
が
あ
り
ま
す
。
わ
が
家
の
雑

煮
は
、
ハ
ゼ
の
焼
き
干
し
で
だ
し

を
と
り
、
そ
の
他
に
ス
ル
メ
を
巻

い
て
鍋
の
中
に
入
れ
ま
す
。
こ
れ

で
森
本
家
の
お
い
し
い
だ
し
が
で

き
、
そ
こ
に
味
噌
を
入
れ
ま
す
。

食
べ
る
と
き
に
ブ
リ
と
ホ
ウ
レ
ン

草
、
か
ま
ぼ
こ
、
セ
リ
を
入
れ
て

出
来
上
が
り
で
す
。
主
人
の
亡
き

母
が
私
に
教
え
て
く
れ
た
昔
か
ら

の
雑
煮
。
正
月
に
は
、
甥
と
奥
さ

ん
が
楽
し
み
に
し
て
来
ま
す
。
そ

の
土
地
の
流
儀
で
調
理
・
調
味
し

た
、
地
産
地
消
の
文
化
が
静
か
に

息
づ
い
て
い
ま
す
。

　

入
院
し
て
い
た
父
に
、
今
何
が

し
た
い
か
、
何
を
食
べ
た
い
か
を

尋
ね
て
み
ま
し
た
。
し
た
い
こ
と

は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
、
食
べ
た
い

も
の
は
餅
。
そ
れ
も
大
好
物
の「
き

な
粉
餅
」
と
言
い
ま
し
た
。
そ
う

言
っ
て
い
た
父
は　

歳
で
永
眠
し

９７

ま
し
た
。
餅
の
思
い
出
で
す
。

　

雑
煮
餅　
 
朝
く
て
昼
く
う
て

　
　

晩
く
う
て
（
作
者
不
明
）

今
月
の
テ
ー
マ

       
「 
お
餅
」

お便り
お待 ちし ています !
メールの場合は
ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ．ｍａｎｉｗａ．ｌｇ．ｊｐ

テーマは
 「 ふるさと」です 。
ふるさとについて、 ２００字程
度でお寄せください。詳
しくは２１ページをご覧く
ださい。

川柳の兼題は
 「川」です。
お便りは、同封したはが
きをご利用ください。川
柳の締め切りは１月２９日
晶です。

２ 月号では、

 「 うるう年」
 についてお便りを募集
しています。

（１月８日締め切り）

３月号 読者の広場
　
　

月　

日
の
日
曜
日
、
標
高
３

１１

２２

２
０
俊
の 
注  
連  
山 
で
開
催
さ
れ
た
、

し 

め 

や
ま

真
庭
高
校
落
合
校
地
の
注
連
山
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
天
気
も
良

こ
こ
か
ら
は 
、皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た「
テ
ー
マ
」
以
外 
の
お
便

り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

 「
正
月
の
雑
煮
餅
」

森
本
ひ
ろ
子
さ
ん（
多
田
）

 「
餅
の
思
い
出
」

　
 
木
目
木
六
さ
ん（
上
河
内
）

PN

 「
大
師
に
い
つ
で
も
会
え
る

   
場
所
『
注
連
山
』」
 
匿
名
希
望

Maniwa ２０

▼

 PN  ししまい

く
、
企
画
す
る
人
た
ち
の
本
気
と

や
る
気
に
、
心
も
明
る
く
「
マ
ダ

ム
＆
協
力
隊
チ
ー
ム
」
と
し
て
、

自
然
大
好
き
人
間
３
人
で
出
発
。

地
図
と
写
真
、
設
定
ポ
イ
ン
ト
が

入
っ
た
表
を
持
ち
、
ツ
ア
ー
よ
ろ

し
く　

カ
所
を
冒
険
し
ま
し
た
。

３２

高
校
生
の
笑
顔
の
出
迎
え
と
チ
ー

ム
の
愉
快
な
会
話
で
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
落
合
垂
水
は
地

勢
的
に
も
、
歴
史
的
に
見
て
も
落

合
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
訪

れ
て
み
て
改
め
て
感
じ
、
自
分
も

生
か
さ
れ
て
い
る
と
実
感
し
ま
し

た
。
真
庭
の
夢
な
ら
ん
。
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

見晴らしのよい場所にある弘法大師の像

 山  浦   初  花  ちゃん
やま うら いち か

Ｈ２７．１．９ 生まれ（勝山）
◯ 応 知明・美妃さん（両親）

 武  田   莉  緒  ちゃん
たけ だ り お

Ｈ２７．１．６ 生まれ（久世）
◯ 応 進・範子さん（両親）

 森  岡   紗  那  ちゃん
もり おか さ な

Ｈ２７．１．２ 生まれ（栗原）
◯ 応 尚哉・裕香さん（両親）



魅力ある
まち づ く りを応援

井上　正樹さん（岩手県一関市）
菊池　俊彦さん（宮城県仙台市）
杉山　元巳さん（福島県田村市）
大関　健治さん（福島県会津若松市）
横山　真俊さん（茨城県水戸市）
根本　　孝さん（栃木県栃木市）
西川　芳和さん（埼玉県朝霞市）
伊藤　幹彦さん（埼玉県さいたま市）
橋本　賢二さん（埼玉県さいたま市）
牧　　和生さん（埼玉県草加市）
中村　浩窓さん（埼玉県さいたま市）
佐藤　義憲さん（千葉県浦安市）
廣瀬　圭太さん（千葉県習志野市）
古屋　輝之さん（千葉県佐倉市）
森本　博美さん（東京都練馬区）
名取　　誠さん（東京都立川市）
小原　大毅さん（東京都目黒区）
田口　安治さん（東京都北区）
西本　卓司さん（東京都北区）
小高　桂子さん（東京都豊島区）
小野　泰士さん（東京都武蔵野市）
福田　伸彦さん（東京都府中市）
安藤　一女さん（東京都品川区）
大江　裕士さん（東京都中野区）
加登住　眞さん（東京都中央区）

小林　高信さん（東京都多摩市）
渡辺美佐子さん（東京都足立区）
土屋　恵子さん（東京都千代田区）
大樋　　亨さん（東京都西東京市）
布施　貴子さん（東京都世田谷区）
竹田　冴絵さん（東京都世田谷区）
宮川　　暁さん（東京都世田谷区）
田中　孝佳さん（東京都三鷹市）
田中　正克さん（東京都港区）
青野　　仁さん（東京都港区）
林　　大悟さん（神奈川県川崎市）
日浅　雅見さん（神奈川県川崎市）
酒井　良幸さん（神奈川県川崎市）
本田　武志さん（神奈川県川崎市）
山岡　徹朗さん（神奈川県茅ヶ崎市）
今西　侑子さん（神奈川県横浜市）
上田　芽利さん（神奈川県横浜市）
平岡　亜古さん（神奈川県横浜市）
大島　裕由さん（新潟県新潟市）
久米　將央さん（岐阜県岐阜市）
桜井　秀人さん（岐阜県加茂郡川辺町）
濱見　大輔さん（静岡県浜松市）
弥富　章治さん（静岡県富士市）
林　　和賢さん（静岡県静岡市）
長谷川太作さん（愛知県名古屋市）
鈴木　将史さん（愛知県名古屋市）
村田　哲也さん（愛知県名古屋市）
伊藤　春菜さん（愛知県北名古屋市）
田内　庸貴さん（愛知県豊明市）
中根　伸也さん（愛知県豊田市）
中村　裕子さん（愛知県江南市）
永井　邦宏さん（三重県桑名市）
松尾　晃治さん（京都府京都市）
宮本　　武さん（京都府京都市）

笹井　紀孝さん（大阪府箕面市）
木村　達郎さん（大阪府豊中市）
鬼塚　　真さん（大阪府豊中市）
中崎　正彦さん（大阪府池田市）
田中　耕造さん（大阪府大東市）
石川　一郎さん（大阪府大阪市）
不破美沙希さん（大阪府大阪市）
伊藤悠紀夫さん（大阪府大阪市）
幸池　　平さん（大阪府吹田市）
宇都宮加奈さん（大阪府堺市）
宗光　博文さん（大阪府高槻市）
松川　将隆さん（大阪府河内長野市）
進賀　泰治さん（大阪府羽曳野市）
薮本　　仁さん（兵庫県神戸市）
岡藤　利美さん（兵庫県加古川市）
前田　俊介さん（兵庫県神戸市）
吉田　行伸さん（奈良県香芝市）
尾形　裕明さん（奈良県奈良市）
松山　雅美さん（岡山県岡山市）
藤井　　徹さん（岡山県岡山市）
福川奈緒美さん（岡山県岡山市）
野田　　令さん（岡山県岡山市）
柴田　和明さん（岡山県岡山市）
野田　好信さん（岡山県岡山市）
樋口　基広さん（岡山県真庭市）
樋口万佐恵さん（岡山県真庭市）
井川奈保紀さん（岡山県赤磐市）
西崎美穂子さん（岡山県倉敷市）
上野　秀夫さん（山口県周南市）
石川　　毅さん（香川県高松市）
古泉　佳男さん（愛媛県松山市）
堀田　　翠さん（福岡県朝倉市）
黒木　訓子さん（福岡県北九州市）
谷口　憲一さん（長崎県佐世保市）

 中  山   晴  菜  ちゃん
なか やま はる な

Ｈ２７．１．２９ 生まれ（古見）
◯ 応 昌昭・真知子さん（両親）

 山  田   瑛  太  くん
やま だ えい た

Ｈ２７．１．１８ 生まれ（久世）
◯ 応 和弘・良美さん（両親）

 伊  井   大  和  くん
い い やま と

Ｈ２７．１．９ 生まれ（日名）
◯ 応 清志・知子さん（両親）

ふるさと納税として寄付金をいただ
きました。

交流定住推進課  ℡７-４２-１１７９

※平成２７年１１月入金分を掲載しています。（掲載希望者のみ）

きっといろんな思いがあるはず。

皆さんのふるさと（真庭）への思いや悩みを

２００字程度でお寄せください。

お正月で真庭に帰省中の皆さんも

ぜひお便りをお寄せください
３月のテーマは「ふるさと」

「真庭のこん「真庭のこんなな
ところが好きだ！  ところが好きだ！」」

「こんな風景・風習「こんな風景・風習をを
守っていってほしい   守っていってほしい」」「真庭へ帰りたい「真庭へ帰りたい。。

帰ってきてほしい　帰ってきてほしい。。
けど仕事が…　　　けど仕事が…」」



Maniwa ２２

まにわ本クラブ員が紹介まにわ本クラブ員が紹介

この本読んでみて!!

「
宝
物
」
何
を
入
れ
よ
う
か
な

　
　

村
上
虹
太
く
ん（
勝
山
）

　

キ
ッ
ズ
マ
ニ
ワ
ー
ク
に
参
加
し

て
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
が
で
き
ま

し
た
。
重
機
を
操
縦
し
て
、
タ
イ

ヤ
を
持
ち
上
げ
た
ら
ペ
チ
ャ
ン
コ

に
な
っ
た
け
ど
面
白
か
っ
た
で

す
。
そ
れ
か
ら
大
工
さ
ん
の
体
験

で
は
宝
箱
を
作
り
ま
し
た
。
ネ
ジ

で
組
み
上
げ
る
の
が
面
白
く
て
、

気
に
入
っ
た
箱
に
何
を
入
れ
よ
う

か
迷
っ
て
い
ま
す
。
大
人
に
な
っ

た
ら
が
ん
ば
っ
て
仕
事
を
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
餅
つ
き
楽
し
め
た

中
村
柚
月
く
ん（
草
加
部
）

畝
本
歩
実
さ
ん（
草
加
部
）

　

草
加
部
小
学
校
で
地
域
の
人
や

幼
稚
園
の
園
児
た
ち
と
一
緒
に
餅

つ
き
を
し
た
よ
。
地
域
の
人
に
教

わ
り
な
が
ら
つ
い
た
お
餅
は
、
や

わ
ら
か
く
て
と
て
も
お
い
し
か
っ

た
で
す
。
自
分
た
ち
で
育
て
た
お

米
が
お
餅
に
な
っ
て
、
み
ん
な
に

味
わ
っ
て
も
ら
え
て
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
田
植
え
か
ら
稲
刈
り
、
餅

つ
き
ま
で
全
部
手
作
業
だ
っ
た
の

で
、
機
械
が
な
か
っ
た
昔
の
人
の

暮
ら
し
や
苦
労
を
学
ぶ
こ
と
も
で

き
て
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｉ
を
奏
で
る
を
聞
い
て

多
久
間
理
恵
さ
ん（
蒜
山
下
徳
山
）

　

浜
子
奈
々
さ
ん（
蒜
山
上
徳
山
）

　

画
家
の
東
山
魁
夷
の
作
品
を
テ

ー
マ
に
作
曲
し
た
曲
な
ど
が
演
奏

さ
れ
る
「
坂
上
領
×
妹
尾
美
穂
Ｄ

Ｕ
Ｏ
」
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
来
ま
し

た
。
ピ
ア
ノ
を
演
奏
し
て
い
た
妹

尾
さ
ん
に
は
、
川
上
小
学
校
の
音

楽
の
授
業
や
学
校
外
の
ク
ラ
ブ
活

動
な
ど
で
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
当
時
か
ら
明
る
く
て
楽
し
い

先
生
で
し
た
。
今
回
久
し
ぶ
り
に

先
生
の
ピ
ア
ノ
を
聞
け
て
良
か
っ

た
で
す
。
ピ
ア
ノ
と
笛
が
織
り
な

す
２
人
の
演
奏
が
と
て
も
き
れ
い

で
素
敵
で
し
た
。

４６０ページもある、すばら
しい山城の本です。真庭

地域には１０７もの山城が
あります。歴史好きの人

はもちろん、身近なとこ

ろにこんなすばらしい城

跡があることを知ってみ

てはいかがでしょうか？

すばらしい歴史ロマンの

内に身を置きましょう！

美作国の山城 （勝山図書館）
美作国の山城編集委員会

▼

 立川泰真

▼

 PN あゆみ

▼

 PN 上原亨太

   生涯学習課　真庭市久世２９２７-２
℡ ７-４２-１０９４　FAX ７-４２-１４１６
まにわ本クラブではクラブ員を募集
しています。本が好きな人ならどな
たでも大丈夫。読書の楽しさを一緒
に広めてみませんか？

まにわ本クラブ

まにわ本クラブ員が、おすすめの本を
紹介します。読みたい本は、最寄りの
図書館・図書室に送ってもらうことも
できます。

今月の紹介者　

まにわ本クラブ員
森　凱男さん（仲間）

真庭の歴史を
読んでみてください

葛

備前物語  宇喜多秀家 （勝山図書館）
津本　陽／文春文庫

歴史書ではなく歴史物語

の形を取っていますが、

真庭の戦国時代を史実に

基づいて詳しく書いてい

ます。各戦場についても

読んで面白く、尼子、毛利、

三村、宇喜多の激しい戦

いが展開され、時間を忘

れさせてくれますよ！



 ２３Maniwa

に
ょ
き
に
ょ
き
と
地
上
で
息
継
ぎ
？ 
（　

月　

日
）

１２

１５

「 
落
羽
松 
っ
て
ご
存
知
で
す
か
？
」と
の
お
誘
い
で
お
邪
魔
し
た
関
の

ら
く
う
し
ょ
う

お
宅
に
あ
っ
た
の
は
、に
ょ
き
に
ょ
き
と
地
表
か
ら
突
き
出
た
タ
ケ
ノ

コ
の
よ
う
な
物
体
。落
羽
松
は
、そ
の
名
の
通
り
羽
根
の
よ
う
な
葉
が

落
葉
す
る
松
で
、
そ
の
「 
呼
吸
根 
」、
つ
ま
り
松
の
根
っ
こ
だ
そ
う
で
す
。

こ
き
ゅ
う
こ
ん

幹
の
周
り
は
辺
り
一
面
、こ
の
不
思
議
な
呼
吸
根
だ
ら
け
で
し
た
。

川 柳   「薬」
お
く
す
り
は
私
の
大
事
な
マ
ス
コ
ッ
ト　

庄
司
美
佐
恵　

久
世

頼
り
に
し
て
薬
も
一
緒
に
旅
を
す
る　
　

菊
池
千
江
子　

本
郷

デ
ザ
ー
ト
の
薬
を
飲
ん
で
箸
を
置
く　
　

永
田
寿
道　
　

樫
東

リ
ハ
ビ
リ
も
薬
と
な
っ
て
八
十
路
行
く　

沼
本
治
国　
　

鹿
田

回
復
の
兆
し
薬
の
飲
み
忘
れ　
　
　
　
　

青
山
萌
黄　
　

上

元
気
か
と
娘
の
電
話
ク
ス
リ
で
す　
　
　

山
元
美
代
子　

阿
口

今
年
か
ら
薬
の
話
仲
間
入
り　
　
　
　
　

水
葵　
　
　
　

上
水
田

妻
と
児
の
笑
顔
に
勝
る
薬
な
し　
　
　
　

若
田
万
寿
子　

落
合
垂
水

良
い
目
覚
め
薬
に
勝
る
い
い
空
気　
　
　

大
森
喜
久
恵　

西
原

何
べ
ん
も
薬
た
し
か
め
旅
仕
度　
　
　
　

植
田
万
里
子　

月
田

百
薬
の
長
と
か
言
う
て
今
日
も
飲
み　
　

小
谷
義
孝　
　

月
田

サ
ロ
ン
会
笑
い
話
し
が
妙
薬
に　
　
　
　

松
竹
梅　
　
　

上
水
田

デ
ザ
ー
ト
の
顔
で
薬
が
待
っ
て
い
る　
　

横
山
と
も
子　

久
世

働
い
て
笑
っ
て
長
寿
に
な
る
薬　
　
　
　

楢
本
公
枝　
　

上
市
瀬

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
苦
労
話
も
薬
な
り　
　
　

本
森
定
江　
　

種

薬
よ
り
良
く
効
く
老
に
孫
の
顔　
　
　
　

行
本
愼
五　
　

久
世

酒
一
合
え
え
薬
じ
ゃ
と
恵
比
須
顔　
　
　

美
甘
栄
枝　
　

蒜
山
上
長
田

選：湯原柳会　狩谷博子さん

３月号の兼題は「川」

〈
軸
吟
〉
無
農
薬
の
畑
で
青
虫
よ
く
肥
る　
　
　

博
子

今
月
の1 枚

真庭市栄養改善協議会の提供です

今月のレシピ
提供は

三輪千里さん
（北房支部）

 材料 （４人分）

 作り方

＜１人分栄養価＞
　エネルギー５４ ｋｃａｌ    たんぱく質 ４ . ５ｇ  
　脂質 ２. １ｇ　カルシウム ５０ 取
　食塩相当量 ０. ９ｇ

①Ａをミキサーにかける。
②大根は５㎜ の厚さのいちょう切りに、人
参は４㎜ の厚さの半月切りにする。ゴボ
ウは皮を軽くこそげてささがきにして水
にさらす。ネギは小口切りにする。

③鍋にＢを入れて、柔らかくなるまで煮る。
④①を加えてふきこぼれないように気を付
けて、１分ほど煮る。

⑤みそを溶き入れてひと煮立ちさせ、ネギ
を散らして火を止める。

　　・ゆで大豆　１００ｇ
　　・だし汁　２００㎖
　　・大根　 １００ｇ　・人参　６０ｇ
　　・ゴボウ　６０ｇ　 ・だし汁　４００㎖
・みそ　大さじ２
・ネギ　２０ｇ

兼
牽
験

 
◯ A

大豆を柔らかくして、すりつぶしたものを「呉
（ご）」と呼びます。呉汁は、呉をみそ汁に入
れたもので、日本各地に伝わる冬の郷土料
理です。大豆やいろいろな根菜が入るので、
栄養価が高く体が温まる一品です。

呉汁（ごじる）

兼
牽
験

  
◯ B 

▼

 PN やっちん

▼

 PN ローズブルー



Maniwa ２４

■第２４回コスモス杯小学生バレーボール大会
　１２月５日松　北房Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館
■「つなげよう、支えよう森里川海」 シンポジウム ｉｎ 真庭
　１２月２２日昇　勝山文化センター
■エスパス管弦楽団 Ｎｅｗ Ｙｅａｒ Ｃｏｎｃｅｒｔ ２０１６
　１月２４日掌　久世エスパス
■エスパスミュージックフェスタ
　２月７日掌　久世エスパス

※「冠事業」とは、１０周年記念事業である旨を名称に冠して行う事業のことです。
　（終了した事業も一部掲載しています）

　

１
月
８
日
、
真
庭
市
初

の
成
人
式
が
、
勝
山
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
式
に
は
昭
和　

年
６０

４
月
２
日
か
ら
昭
和　

年
６１

４
月
１
日
生
ま
れ
の
５
２

８
人
が
参
加
。
主
催
者
、

来
賓
か
ら
お
祝
い
と
激
励

の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
後
、

勝
山
小
学
校
６
年
生
有
志

に
よ
る
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー

ラ
ン
踊
り
や
お
笑
い
芸
人

に
よ
る
漫
才
な
ど
行
わ

れ
、
終
始
、
穏
や
か
で
朗

ら
か
な
雰
囲
気
の
う
ち
に

終
了
し
ま
し
た
。

　

１
月
１
日
、
市
内
全
域

に
整
備
し
た
光
フ
ァ
イ
バ

ー
網
「
真
庭
ひ
か
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
を
活
用
し
て
、

久
世
地
区
を
中
心
に
放
送

し
て
い
た
有
線
テ
レ
ビ
が

エ
リ
ア
を
拡
大
し
、「
真
庭

い
き
い
き
テ
レ
ビ
」
と
し

て
開
局
。
市
内
全
域
の
ニ

ュ
ー
ス
な
ど
の
放
送
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
併
せ

て
、
市
役
所
か
ら
の
お
知

ら
せ
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
デ
ー
タ
放
送
も
開
始
さ

れ
ま
し
た
。

 
平
成　

年

真
庭
市
初
の
成
人
式

新
成
人
５
２
８
人
が
参
加

真
庭
全
域
の

ニ 
ュ 
ー 
ス
放
送
開
始

 
平
成　

年

 
平
成　

年

バ
イ
オ
マ
ス
ツ
ア
ー

新
エ
ネ
大
賞
受
賞

開局直後に放映された映像

　

平
成　

年
に
産
業
観
光

１８

ツ
ア
ー
と
し
て
始
ま
っ
た

「
バ
イ
オ
マ
ス
ツ
ア
ー
真

庭
」
が
、経
済
産
業
省
が
実

施
す
る「
新
エ
ネ
大
賞
」で

最
高
賞
に
あ
た
る
「
経
済

産
業
大
臣
賞
（
優
秀
普
及

啓
発
活
動
部
門
）」
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
１
月　

日
、

１５

東
京
都
で
授
賞
式
が
行
わ

れ
、
ツ
ア
ー
を
主
催
す
る

真
庭
観
光
連
盟
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

２階席まで成人者で埋め尽くされた会場

賞状を受け取る石賀久会長

１８

２１２２

真
庭
市
制
施
行　

周
年
特
別
企
画
（
広
報
真
庭 
ア
ー
カ
イ
ブ
）

あ
の 
日 
あ
の
と
き     
月
版

真
庭
市
が
積
み
重
ね
て
き
た　

年
間
。
あ
の
年
の

　

月
の
出
来
事
を
見
て
、
ち
ょ
っ
と
思
い
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 １

１０

１

１０

市制施行
１０周年記念冠冠冠冠冠冠事事事事事事冠事業業業業業業業  ご紹介

　

１
月
７
日
、
落
合
高
等

学
校
で
真
庭
高
等
学
校
発

足
の
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
日
付
け
で
真
庭
高
等
学

校
勤
務
の
発
令
を
受
け
た

教
職
員
、県
教
育
関
係
者
ら

約　

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

２０
山
下
陽
子
校
長（
当
時
）は
、

落
合
、
久
世
の
両
校
が
有

機
的
に
交
わ
り
、
地
域
の

学
校
教
育
発
展
の
礎
に
な

れ
る
よ
う
尽
力
し
た
い
と

あ
い
さ
つ
。
校
門
で
は
真

庭
高
等
学
校
落
合
校
地
と

書
か
れ
た
校
名
の
プ
レ
ー

ト
の
除
幕
式
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
新
１
年
生
を
２
百

人
募
集
し
、
４
月　

に
は

１１

開
校
記
念
式
典
と
入
学
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 
平
成　

年

真
庭
に
新
た
な

高
等
学
校
が
発
足

２３

校名の除幕式を行う関係者

勝山小学校6年生有志による、
よさこいソーラン踊り

「真庭市制施行１０周年記念事業」の冠を
付けていただいた行事やイベントに、

のぼりやジャンパーを貸し出します。

一緒に１０周年を盛り上げてみません
か。詳しくはお問い合わせください。

 　総務部総務課　℡７-４２-１１５０



 ２５ Maniw a

　

ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
起
こ
る
感

染
性
胃
腸
炎
は
、
１
年
を
通
じ
て

発
生
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
冬
に

流
行
し
ま
す
。
原
因
と
な
る
ウ
イ

ル
ス
は
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
や
ロ
タ

ウ
イ
ル
ス
、
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
な

ど
で
す
。
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
や
ア
デ

ノ
ウ
イ
ル
ス
は
乳
幼
児
に
よ
く
見

ら
れ
す
が
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
全

年
齢
に
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
少

量
の
ウ
イ
ル
ス
（　

個
程
度
）
で

１０

も
発
生
し
、
感
染
力
が
強
い
た
め
、

特
に
抵
抗
力
の
弱
い
乳
幼
児
や
高

齢
者
は
重
症
化
し
や
す
く
、
注
意

が
必
要
で
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
人
の
小
腸

粘
膜
で
増
殖
す
る
ウ
イ
ル
ス
で
す
。

主
に　

月
か
ら
３
月
に
か
け
て
胃

１１

腸
炎
を
起
こ
し
ま
す
が
、
今
年
度

は
、
早
い
段
階
で
の
流
行
が
見
ら

お話：健康推進課   池田 丈太 栄養士       ℡０８６７-４２-１０５０

れ
て
い
ま
す
。
潜
伏
期
は
１
日
〜

３
日
で
、
症
状
は
吐
き
気
、
嘔
吐
、

下
痢
、
腹
痛
、
発
熱
な
ど
で
す
。

も
し
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
水

分
補
給
に
努
め
、
早
め
に
医
療
機

関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
感
染
経
路

①
人
か
ら
の
感
染

・
感
染
し
た
人
の
ふ
ん
便
や
嘔
吐

物
か
ら
の
二
次
感
染

・
家
庭
や
施
設
内
な
ど
で
の
飛
沫

な
ど
に
よ
る
感
染

②
食
品
か
ら
の
感
染

・
感
染
し
た
人
が
調
理
な
ど
を
し

て
汚
染
さ
れ
た
食
品

・
ウ
イ
ル
ス
の
蓄
積
し
た
、
加
熱

不
十
分
な
食
品
（
二
枚
貝
な
ど
）

◇
予
防
方
法

　

最
も
有
効
な
対
策
は
、
手
洗
い

で
す
。
ト
イ
レ
を
使
用
し
た
後
、

調
理
の
前
、
食
事
の
前
に
は
必
ず

手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。
石
鹸
と
流

水
で　

秒
以
上
か
け
て
、
す
み
ず

３０

み
ま
で
よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
手
拭
き
や
共
用
タ
オ
ル
な
ど

の
使
用
は
避
け
、
ペ
ー
パ
ー
タ
オ

ル
な
ど
を
使
用
し
た
方
が
よ
い
で

し
ょ
う
。

　

部
屋
や
ト
イ
レ
で
吐
い
た
場
合

は
、
部
屋
の
換
気
を
十
分
に
行
い

な
が
ら
、嘔
吐
物
を
ふ
き
取
り
、ふ

き
取
っ
た
あ
と
は
、
塩
素
系
消
毒

剤
で
消
毒
し
ま
す
（
※
ア
ル
コ
ー

ル
で
は
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
！
）。

下
痢
や
嘔
吐
物
を
処
理
す
る
と
き

は
、
素
手
で
触
ら
ず
、
使
い
捨
て

ビ
ニ
ー
ル
手
袋
と
使
い
捨
て
マ
ス

ク
な
ど
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
汚

れ
た
下
着
や
床
な
ど
は
次
亜
塩
素

酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
家
庭
用
漂
白
剤
）

な
ど
の
塩
素
系
消
毒
薬
を
使
用
し

て
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。
食
品
を
介

し
た
感
染
を
防
止
す
る
た
め
に

は
、
手
洗
い
を
十
分
に
行
う
こ
と
、

食
品
を
十
分
に
加
熱
（
中
心
部
ま

で　

度
〜　

度
で　

秒
間
以
上
）

８５

９０

９０

す
る
こ
と
、
調
理
器
具
な
ど
の
洗

浄
・
消
毒
を
厳
守
し
、
生
野
菜
な

ど
は
十
分
に
水
洗
い
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

日
頃
の
予
防
と
適
切
な
対
処
で
、

元
気
な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

日
頃
の
予
防
で
元
気
な

生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う

ノ ロ ウ イルスに注意 しま しょ う

重
症
化
に
ご
注
意
を

・家庭用の次亜塩素酸ナトリウ
ムを含む塩素系漂白剤でも作
れます。

・次亜塩素酸ナトリウム（原液）
の表示をよく読み、濃度や使
用期限を確認しましょう。

・塩素は揮発しやすいため、作り置きはせず、使
用の都度作りましょう。

・嘔吐物などの酸性のものに直接原液をかける
と、有毒ガスが発生することがありますので、
必ず「使用上の注意」を確認してください。

早
め
の
受
診
が
大
切

感
染
経
路
と
予
防

感
染
を
広
げ
な
い
た
め
に

手軽にできる塩素消毒剤の作り方
（２００ｐｐｍの塩素消毒液）
原液６％の場合▼原液１０㎖＋水３ℓ
原液１２％の場合▼原液５㎖＋水３ℓ
（１，０００ｐｐｍの塩素消毒液）
原液６％の場合▼原液５０㎖＋水３ℓ
原液１２％の場合▼原液２５㎖＋水３ℓ

  食器・調理器具などの
  消毒や拭き取り

  嘔吐物などで汚染
  されたものの消毒


